






要約 アイソトープを使用しないで蛍光でもってガラクトカイネースの活性を精度よく,測

定する方法を検討した。蛍光の感度を高めるために resazurin と diapliorase による NAD

cycling を新しく導入検討して良い結果を得た。従来法は血液 50μ1 使用していたが,本

法では乾燥濾紙血液が使用出来,わずか 3 ㎜径 disc1～4 個で測定可能であり,従来

galactose と galactose-1-P の分離に DEAE-Cellu1ose を用いられていたが溶出に時間が

かかるため,新しく簡便迅速として DE81 の disc Paper〔2.3 ㎝)5 枚を含む注射筒用ポワ

カーボネート濾過器や HPLC の前処理用のカラムの Seppak QMA カートリッジを用いて非常

に速く処理出来るようになった。本法はアイソトープ施設のないスクリーニングセンター

でもガラクトカイネースを測定することが出来る利点がある。


